
 

 
 

初版（2026 年 5 月 15 日） 

病院を受診された患者さまへ  
当院では機関長の許可を得て、下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 

 

研究課題名 

（研究番号） 

精神科関連症状により救急受診した患者の背景と再受診に関する後ろ向き

観察研究 

当院の研究責任者 

（所属） 

関口 浩至（琉球大学医学部保健学科成人・老年看護学講座在宅・慢性期看

護学分野） 

他の研究機関および 

各機関の研究代表者 
なし 

本研究の目的 

 

本研究は，過量服薬（薬を多く飲んでしまった場合）や自傷行為，自殺企

図，および自殺企図に関連した心肺停止（CPA）などの精神科関連症状によ

り救急外来を受診された患者さまを対象とし，診療記録をもとに受診時の

状況や背景について調査するものです。 

特に，繰り返し救急受診される患者さまの特徴や関連する背景要因を明ら

かにし，今後の看護支援，多職種連携および継続的な支援のあり方につい

て検討することを目的としています。 

研究実施期間 研究機関の長の許可日～2031 年３ 月 31 日 

対象となる患者さま 

2014 年 1 月 1 日から 2026 年 4 月 30 日までの期間に琉球大学病院救急部

を受診した患者さまのうち，診療録に「過量服薬（Over dose，多量服薬）」

「自殺企図」「自傷行為」「リストカット」「希死念慮」または自殺企図に関

連した心肺停止（CPA）の記載がある患者さまを対象とします。 

調査データ(該当期間) 
2014 年 1 月～2026 年 4 月の期間に，精神科関連症状により琉球大学病院

救急部を受診された患者さまの情報 

研究の方法 

（利用する試料・情報等） 

年齢，性別，受診日時，受診方法，診断名，既往歴，精神科通院歴，受診

理由，服薬内容，検査結果，治療内容，転帰（帰宅・入院・転院・死亡の

有無）に関する診療情報を利用します。 

また，自傷行為や自殺企図に関連した受傷状況，CPA（心肺停止）に至った

原因や救命処置の内容，診療録に記載された生活背景や支援状況について

も調査を行います。 

なお，研究に使用する情報は匿名化し，個人が特定されない形で取り扱い

ます。 

① 基本情報・受診状況 

受診日，初診・再診, 前回受診日，年齢，性別，受診形態（救急車

搬送・ウォークイン），来院時間帯（通常診療時間内・時間外・土日



 

 
 

祝日），転帰（帰宅・入院・転院・死亡）。 

② 疾患・受診理由に関する情報 

既往歴，併存疾患，診断名，精神科通院歴，精神科入院歴，受診理

由，自殺目的の有無，希死念慮の有無，主訴または主症状，自傷行為

の場合の受傷部位・損傷程度，過量服薬の場合の薬物の種類および量，

服薬時のアルコール摂取の有無，CPA の有無，CPA に至った原因また

は推定機序，自殺企図との関連の有無。 

③ 診療・検査・処置に関する情報 

受診時バイタルサイン，検査結果（トライエージ結果，肝機能，腎

機能，CK，薬物血中濃度），処置内容，救急以外の併診科，他科コン

サルトの有無および診療科，CPA 症例における心拍再開の有無，救命

処置の内容，死亡確認の有無。 

④ 診療録・看護記録に関する情報 

救急看護師記録，救急医師診療録，精神科医師診療録から，受診に

至った経緯，患者または家族から聴取された背景，支援状況を抽出す

る。なお，自由記載内容については，個人が特定される情報を除外し，

必要に応じてカテゴリ化して収集する。 

 ⑤ 社会的背景・支援状況 

受診時の付き添いの有無，家族構成，職業または学生区分，独居の

有無，キーパーソンの有無，社会資源の活用状況。 

⑥ 自殺リスク評価 

診療録に記載された自殺リスク評価の結果を収集する。評価基準に

ついては，院内で用いられている評価方法を確認したうえで整理す

る。 

試料/情報の 

他の研究機関への提供 

および提供方法 

なし 

試料・情報の二次利用 なし 

個人情報の取り扱い 

研究に利用する情報は，お名前や住所など個人を特定できる情報を削除し，

匿名化したうえで管理します。匿名化に用いる対応表は、05-1040 室内の

施錠できる書架で関口浩至が管理します。研究結果を学会や論文等で公表

する際にも，個人が特定されることはありません。なお，研究参加拒否の

お申し出があった場合には，可能な範囲で情報を削除します。ただし，既

に解析が終了し，個人が特定できない形でデータ化された後は，情報を削

除できない場合があります。なお、本研究で得られた情報は、本研究の目

的以外での使用は行いません。 



 

 
 

本研究の資金源 

（利益相反） 

研究費の使用はございません。 

本研究に関して，企業などとの利害関係はありません。本研究は琉球大学

利益相反審議部会の利益相反手続きに従い、必要事項を申告し、その審議

と承認を得るものとします。 

お問い合わせ先 

電話：098-894-5215（直通） 

担当者：関口 浩至（琉球大学医学部保健学科成人・老年看護学講座在宅・

慢性期看護学分野 准教授） 
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